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i　　　　　　　　　　lまじめに　　　　　　　唱　　　　　　　　　リニアーアクセルレーター

1：癌の繭線治療は超駈踊脚禾囁用によ曙し　　　　㈱形加速機）
iく治療成績力・向上してきた．超証放騰治療装駐　　・イナック（Ll…）と眼語の1inea「accele「at°「

　　しては，teleCo60、1inear　accelerator（Linac），　　　　（線形加速機）の頭文宇をとって名付けた用語で、そ

　　Betatronが一般に普及しており，現在我国の保有数　　　の名のようにべ一タトロン（Betatron）等の円軌道を

　　はア．v　tiJ　tr＝lkいで1堺笛コ立である。その他趣高　描くカ・速概異って，醐的蝿子を加逮する難で

劇襯腿錨隷誰重墾繍誕撫総罵工繋蕪
、　ているが，日本でも最近Cyclotronが放射線医学総　　　鷹で，ちようど海岸で波乗りする人が，波O，頂上附近

｛合研究所及び献に総さ湖年より主として中肝　雌置しながら7輪から岸辺までの麟を欝乗・て

　　線。よる治療に応用される・とにな。ている．・の治　勘ようe＝，謝もマイク・灘云う醐の波にの・

　　療は今迄放射線抵抗性と云われk癌，・例えば悪性黒色　　　て比較的短距離内に急速に加速されるものであり，こ

　　駄どにも効馳示すので轍期待すると・ろ猷き　れに蝿子楠ちllヒ1す電子銃醐雌生糊（Mag円

　　い．その他蔚炉を利肌ての中｛生子搬療齢渡辺　ne・…とKly・・…が鯛されている）・導囎，

　　等により主として脳麟に応用されているが轍・れ　加齢（髄さ身・ていく電子の速度に1マイク轍の

　　らの所謂Big　Scie．ceの時代へと移行しっつある傾　　　位相速度を合わせるために，　Diskと云う穴あき円板

　　向である．しかしながら現時点での超高磁轍治療　が一定の鵬で挿入されている），カ・速管を融空に

1の武器はテ．，，・ルト6・とリ・アーア・セ・レー・一　排財るための鯉鑓・鯨などか嚇成されてい

1　である。べ一タ・・一トロソは電子線治療を主体としての’　　る。

　　機構及びX線出力の少tい等のため，この代りに漸　　　　：一一・方，高エネルギーに加速された電子は，そのまエ

「次，x線及び電子線嬬形で信搬の高・・ライナ・ク　空気中に取咄せば高エネルギ縄礁として使用

iの利膿が非常に多くなってきた。　　　　できるし軸属の焦点噛突させると・電子のもっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていたエネルギーは制動X線と熱とに交換される，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の制動X線を用いて超高圧のX線治療が可能となる。
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　このライナックの特微は，①最も均等な線量分布が　　　イーによる診断が可能となった。焦点が1mn以下と非

得られる。②表面線量は30％以下で，例えば10MeV　　　常に小さく（図1），　X線出力の最・」・単位であるパル

のX線エネルギーでは2cnz皮下で最大線量点となるた　　　ス数で撮影できるので，例えば胸部側面像はライナッ

め皮膚障害が非常に少い。　（コバルトでは皮下5㎜位　　　クグラフィーにより診断域の向上も認められる（図

が100％となる）③焦点が小さいので半影が少なく正　　　2）、，

確に照準できる。④線量率が非常に高く1分以内で治

療が終る。⑤使用時間以外は放射線が出ないので安全　　’　　　　　　　　　Right

である。

ML・15MIB型ライナックの特性

を発生できるML－15M皿B型ライナックの特性を示す
と，

①X線エネルギーを10MeVのみにしたので機構が

簡易化し出力の安定と信頼性が向上した。②X線と電　　　　　　　　　　Left

子線の切齢ワンタ・チで行醸て鯉がない・電子　　⊥＿一＿＿L⊥
線エネルギーは8・10・12・15MeVが使用できる・　　　　　　　　　　　　1　Pitch　100μ
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る）の採用により安全性が高い。④ライナックグラフ
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図2　　　　　ライナックグラフィー
　　　　　　　　　　　　　　　（胸　部）
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の曲線の左鰍ポ・・テイレン板・c711の厚みを使肌　、…ゼ灘懸……熱撫，。
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三轍轍のM－・Bライナ・クの1・M・V　姦”噸1§墜
X線エネルギーの深部等線最曲線を図3に示した，こ　　　　，1趣駅繊，

れる。②皮慮障害，放射線宿酔の副作用がコバルト60　　　，‘職

勲1雛鞭灘鰻1ギ嚢……難簸麟晦」

る。三重大学病院における170例の癌患別分類と電子　　　i　　・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆド　
線及びx榔よる獺別の治麟計を図40：示した・　l　r’”gmPt・，，．　ll’M・．v．‘，．

X線治療865％　電子線治療135％であった　　　　　　　、　　　　　　ぺM

繍鰍鵬治療はその利髄召三かして，外科勝　緊．　　　’
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図3　・　10MVX線の等線量曲線
　其景．穿卜野　　10×15じ〃1．

　Mix　Dp（右）および2απ〃1ポリスチレン加（左）
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　　　　図4　　　　　疾患別分類と線質別集計
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